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Abstract 
 How do performers express themselves in a 
fascinating way in improvisational activities 
like jazz and dance? This study aims to 
investigate the characteristics and strategies 
of the improvisational process of expert 
performers through longitudinal fieldwork of 
one expert break-dancer. From previous 
studies, it was suggested that performers 
manage to express themselves in 
improvisational situations by utilizing and 
changing flexibly already-acquired 
expression methods (like techniques and 
sequences of techniques in breakdance). 
Based on these findings, we focused on five 
techniques that the dancer had already 
acquired, and investigated how the dancer 
used these techniques in five battle 
tournaments throughout 8 months. Results 
showed that the dancer constructed one or 
two basic methods to utilize these techniques 
and changed them at three levels (content of 
techniques, sequence of techniques, and 
placement of techniques in full performance). 
Further study is needed to detect factors 
(such as music, performance of opponent) 
that influence these improvisational 
strategies. 
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1.	 問題と目的	 
	 即興的に表現活動が営まれる場面において，表

現者はどのように優れたパフォーマンスを披露し

ていくのだろうか．本研究では，対象としてブレ

イクダンスを取り上げ，即興的な芸術表現活動が

営まれていく過程について，数ヶ月間に渡るフィ

ールドワークによる実証的な検討を行った． 
	 ブレイクダンスにおいて歴史的な起源を有し

ており，現在も中心的な役割を担っているパフォ

ーマンス形式であるバトル場面（OHJI, 2001）で
は，ダンサーが 1 対 1 で対面し，DJ によってそ
の場で選択・編集されて流される音楽に合わせて，

交互に 30~60 秒程度のダンスパフォーマンスを
即時的に披露していく（図 1）．そこでは，ダンサ
ーが既に有している表現方法（長期間の練習や繰

り返し携わった実践を経て獲得した「技術」や「技

術の連なり」）を中心的に利用すること，それら既

有の表現方法を物理的・社会的環境（ブレイクダ

ンスでは，例えば流される音楽や対戦相手，対戦

相手のパフォーマンス等）に合わせて変化させる

ことで状況に適応した表現方法を生成していくこ

とが示されている（清水・岡田，2013）．同様の
ことは，ブレイクダンスの他にジャズ・ミュージ

ックを対象とした先行研究からも主張されており

（e.g., Mendonça & Wallace, 2004; Pressing, 
1984），即興的な表現活動の特徴の 1 つとされて
いる（佐々木，1995）．さらに，清水・岡田（2013）
やMendonça & Wallace (2007)では，理論的な検
討や表現者の主観的な報告から，既有の表現方法

を変化させる方略として部分的な変更，組み合わ

せ方の変更，全体構造の変更といった 3つのレベ
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ルの変更が見られること，変更を行う方略が対戦

相手等の外的要因によって変化する可能性がある

ことが示唆されていた．以上を踏まえ，本研究で

は以下 3つの問いを設定し，実際にパフォーマン
スが行われたバトル場面を対象としたフィールド

ワークによる検討を行った．  
①	 ダンサーは，既有の表現方法について複数の

レベルから変更を行っているか． 
②	 変更を行っているとしたら，それぞれのレベ

ルについて具体的にどのように変更を行って

いるか． 
③	 ②の変更を行う方略は，どのような外的要因

によって影響を受けているか． 
	 特に即興的な表現活動では，既有の表現方法を

いかに変化させて状況に対応していくか，といっ

た点にその面白さが現れることが主張されており

（佐々木，1995），この 3 点の検討を通して即興
的な表現活動の本質や各表現者の有する優れた対

応方略を明らかにすることが出来ると考えられる． 
	 また，既有の表現方法が実践でどのように使わ

れていくのか検討を行うことで，認知科学におい

てこれまで頻繁に検討されてきた技術獲得に関す

る知見（ e.g., Newell, 1981; Delaney, Reder, 
Staszewski, & Ritter, 1998; 清水・岡田，2015）
を，実践と結びつけた形で考察する観点も得るこ

とが出来るだろう．特に清水・岡田（2015）では，
ブレイクダンスの技術獲得過程について，練習場

面を対象とした長期的なフィールドワークによっ

て検討を行っている．その知見と本研究の知見を

結びつけて考慮することで，熟達したダンサーが

どのように表現方法を獲得し，さらにそれを利用

してどのように即興的な表現活動を行っているか，

獲得と実践・応用という二側面を関連させて捉え

ることが可能となる． 

 

2.	 研究方法	 
2．1．フィールドワークの概要 
	 本研究では，1名の熟達したダンサーA（男性，
27歳）を対象とし，フィールドワークを実施した．
ダンサーA は，ブレイクダンスに 10 年に渡り取
り組んでおり，また日本国内で行われた大会にお

いて準優勝などの成績を収めているため，対象と

して適切だと考えられる． 
	 フィールドワークでは，2014年 8月から 2015
年 3月までの間に行われた 5つの大会（ブレイク
ダンスのバトルを行う大会）における，ダンサー

Aのダンスパフォーマンスをビデオカメラ 1台に
よって記録した．1 回のバトル場面の様子を図 1
に，1 つの大会の概要を図 2 に，5 つの大会の日
程とダンサーA の成績を図 3 に示す．1 つの大会
では基本的に 1日で予選から決勝までを行うトー
ナメント制が用いられており，優勝するためにダ

ンサーは複数回のバトルに勝利する必要がある

（図 2参照）． 
2．2．分析方法 
上述したように，バトル場面では，既有の表現方
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法（「技術」や「技術の連なり」）を変更しながら

パフォーマンスが営まれていく（図 4）．そのため
本研究では，分析単位として 1つ 1つの「技術」
に着目し，「それがどのように用いられているの

か」ということについて 3つのレベルから検討を
行った．3 つのレベルとは，（1）行われた技術自
体の内容，（2）技術の前後の動きも含めた技術の
連なりの内容，（3）パフォーマンス全体における
技術の位置づけ，であり，それぞれ部分的な変更，

組み合わせ方の変更，全体構造の変更と対応する

と考えられる．各レベルの分析方法については，

結果と考察において詳述する． 

 

3.	 結果と考察	 
3．1．分析対象とした技術の概要 
	 まず，5 つの大会の映像について，ブレイク
ダンスに 10 年以上に渡り取り組んでいる第一
著者が確認し，ダンサーA が大会中，バトル中
に頻繁に行っている技術を抽出した．結果とし

て，「ワーム」，「スワイプス」，「1990」，「ベビ
ー」，「回転ヘッドフリーズ」という 5つの技術
が確認された．各技術を行った際の様子を図 5，
図 6に示す． 
3．2．分析 1（行われた技術の内容） 
	 5 つの各技術について，1 回 1 回のバトルで
それぞれ何回転連続して実施していたか，もし
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くは何回繰り返して実施していたのかを記録映

像より算出した．実施した回転数・回数の算出

は第一著者が行った． 
	 結果を表 1に示す．例えば「スワイプス」で
は，1回転実施する場合が 10回，2回転実施す
る場合が 3回，5回転実施する場合が 1回見ら
れた．このようにダンサーA は，ある回転数・
回数を中心的に用いながら，その回転数・回数

だけで技術の行い方を固定してしまうのではな

く，様々な変更を加えて実施していたと考えら

れる．この傾向は，「1990」，「ベビー」といっ
た他の技術についても窺われた一方で，「ワー

ム」や「回転ヘッドフリーズ」など変更が加え

られない技術も見られた． 
3．2．分析 2（技術の連なりの内容） 
	 次に上述した各技術の前後において，ダンサ

ーA がどのような技術や動きを行っていたかを
記録映像から同定した．動きの同定は第一著者

が行った．結果の一部を表 2に示す．例えば「ワ
ーム」では，②の連なりが 4回と多く使われた
一方で，他の様々な種類の連なりが使われてい

たことが分かる．また②や④のように，連なり

の後半部分を「バク転」から「左チェアー」に

変更するなど，連なり全体を大きく変更するだ

けでなく，連なりの一部分を変更することで他

の連なりが構築されていたことが分かる．ダン

サーA は，②のような基本的なパターンを頻繁
に使用しながら，それを外的状況に応じて様々

に変化させて場に適した連なりを即時的に構築

していたのだと考えられる． 
3．3．分析 3（パフォーマンス全体における技
術の位置づけ） 
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	 さらに各技術が 1回のパフォーマンスのどの
箇所（前半・中盤・後半）で行われていたかを

同定した．分析では，1 回のパフォーマンス全
体の実施秒数を算出し，秒数を三分割すること

でパフォーマンスの前半部分，中盤部分，後半

部分を設定した．技術が行われた秒数の同定に

ついては第一著者が実施している．結果を表 3
に示す．表 3より，5個中 3個の技術について

行われる箇所が変更されていること，一方で各

技術について頻繁に用いられる箇所があること

が分かる．分析 2の技術の連なりの内容でみら
れたことと同様に，ダンサーA は，各技術につ
いてある程度基本的な位置づけを行いつつも，

状況に応じてそれらを柔軟に変更していたのだ

と考えられる． 
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4.	 総合考察	 
分析 1−分析 3の結果より，ダンサーAが既有

の表現方法について 3つのレベルの変更を加え
ながら状況に適応した即興的なパフォーマンス

を行っていること，また変更を行う際も，ラン

ダムに様々な内容の変更，位置づけの変更を行

うのではなく，ある程度基本的なパターンを構

築・利用しつつ，状況に応じてそれらの 1部分
を変更する，部分的な組み換えを行うといった

即時的な対応方略を用いていることが示唆され

た．これらは問い①，問い②に対応する知見で

あり，これまで理論的な検討や主観的な報告で

示されてきた，長期的な練習等を経て獲得した

表現方法を利用した，表現者の柔軟かつ即時的

な対応方略を実証的に示したものだと言えよう． 
一方で，問い③に対応する分析については現

在実施途中であるが，例えば同一の大会内では

同じ「技術の連なり」を全く用いていないとい

った結果が示されている（表 4 参照）．これは
各大会が全て 1日で実施されること，そして熟
達者Aがインビューにおいて述べていたように，
独創性が重要な評価基準となるバトル場面にお

いて同一日に同じ技術の連なりを実施すること

に極めてネガティブな印象が与えられることが

影響していると考えられる．このようにダンサ

ーは様々な外的要因やバトルのシステム，評価

基準等を考慮し，時として利用しながら即興的

なダンスパフォーマンスを行っているのだと考

えられる．今後は，今回実施した分析の枠組み

を利用し，対戦相手のパフォーマンスのタイプ

（清水・岡田，2014）や音楽のリズムパターン
（Miura, Kudo, Ohtsuki, & Kanehisa, 2011）
等の外的要因も踏まえ，ダンサーが何に基づい

て即時的な変更を行っているのか，その方略の

詳細を明らかにしていく予定である．特に本研

究は 1人の熟達したダンサーを対象としたケー
ススタディであり，これらの結果がブレイクダ

ンスに取り組むダンサー一般に適用出来ること

か，また即興表現領域一般に適用出来ることか，

その一般性には議論の余地が残るだろう．今後

は更に対象とするダンサーの人数を増やし，即

興方略についてのダンサー間の一般性，個別性

にも着目した検討を行っていくつもりである． 
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